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新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

校
長
　
山
　
田
　
芳
　
浩

コロナに負けず新たなスタート‼ 
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ＱＲコード

　

新
入
生
を
迎
え
、
令
和
３
年
度
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
本
校

で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
元
年
と
位
置
付
け
、

生
徒
一
人
一
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

配
付
し
、
授
業
や
学
級
活
動
な
ど
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
積
極
的
に
活
用
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
５
月
に
は
、
仙
北
市
出
身
で
、

聞
き
書
き
の
名
手
と
言
わ
れ
る
作
家
・

塩
野
米
松
先
生
を
お
招
き
し
て
「
特
別

講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。「
私
は
私
で

あ
る
た
め
に
〜
人
は
ど
う
生
き
る
か

〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
塩
野
先
生
に

は
特
別
進
学
コ
ー
ス
の
１
年
生
と
意
見

交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒

に
と
っ
て
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

を
考
え
る
上
で
と
て
も
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
じ
く
５
月
に
は
、
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア

大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ウ
ィ

ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
が

秋
田
市
内
で
開
催
さ
れ
、
本
校
吹
奏
楽

部
も
参
加
し
ま
し
た
。
演
奏
技
術
の
高

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
演
出
で
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
２
部
で
は
、
世

界
で
初
め
て
の
演
奏
と
な
る
「
秋
田
犬

『
ハ
チ
』」
が
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え

た
音
楽
物
語
と
し
て
披
露
さ
れ
、
会
場

全
体
が
温
か
い
感
動
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
応

援
曲
の
演
奏
合
戦
を
す
る
企
画
「
ブ
ラ

バ
ン
甲
子
園
」
で
は
、
会
場
が
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
２
０
１
１
年
春
の
選
抜

野
球
大
会
で
の
選
手
宣
誓
を
再
現
し
た

シ
ー
ン
は
、
大
き
な
困
難
に
直
面
し
た

震
災
当
時
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
心
を
打

た
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
で
き
な
か
っ
た
全
県
総

体
も
今
年
は
無
事
開
催
さ
れ
、
各
競
技

と
も
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
す
る
機

会
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
た
皆
さ
ん
も
、
悔
し
い
思
い
を
し

た
皆
さ
ん
も
、
こ
の
経
験
を
今
後
の
生

活
で
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
８
日

に
は
、
野
球
部
が
春
季
東
北
地
区
高
校

野
球
秋
田
県
大
会
で
優
勝
い
た
し
ま
し

た
。
選
手
た
ち
の
奮
闘
を
大
い
に
称
え

る
と
と
も
に
、
夏
の
大
会
に
向
け
て
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

う
し
た
学
校
生
活
の
様
子
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
わ
り
に
、
私
は
３
年
間
の
高
校
生

活
に
お
い
て
、
生
徒
に
３
つ
の
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。「
学
校
生
活
の

す
べ
て
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
」

「
良
い
友
を
作
る
こ
と
」
そ
し
て
「
あ

い
さ
つ
を
す
る
こ
と
」
で
す
。
生
徒
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
よ
り
良
い
人
間
関

係
を
築
い
て
、
目
標
に
向
か
っ
て
一
生

懸
命
取
り
組
み
、
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
常
に
改
善
を
図
り
な

が
ら
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
共
に
支
援
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

運動会 １年生ランチキャンペーン

２年ぶりに行われた対面式

入学式

親睦行事

中間試験

応援練習
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明
桜
高
校
に
入
学
し
て
実

感
し
た
こ
と
は
、「
時
間
」
と

「
家
族
」
の
大
切
さ
で
し
た
。

私
は
硬
式
野
球
部
に
所
属
し
、

今
ま
で
以
上
に
野
球
に
打
ち

込
み
た
い
と
考
え
、
寮
生
活

を
希
望
し
、
そ
こ
か
ら
私
の

高
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。
新
し
い
仲
間
と
一
つ
の

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
も
あ

り
楽
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
目
標
達
成
の
た
め
に
は

協
力
が
必
要
で
す
。
自
分
ひ

と
り
の
力
で
は
達
成
で
き
な

い
こ
と
も
仲
間
と
一
緒
で
あ

れ
ば
達
成
で
き
ま
す
。
そ
の

仲
間
と
の
高
校
三
年
間
と
い

う
貴
重
な
「
時
間
」
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
仲
間
と
と
も
に
目
標

達
成
す
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で

た
く
さ
ん
の
迷
惑
を
か
け
て

き
た
「
家
族
」
に
あ
り
が
と

う
の
気
持
ち
を
結
果
で
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
野
球
だ
け
で
な
く
学

習
も
怠
ら
ず
、
試
験
で
困
ら

な
い
よ
う
に
そ
の
日
の
う
ち

に
復
習
す
る
こ
と
を
意
識
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
野
球

の
技
術
と
人
間
性
、
共
に

成
長
で
き
る
よ
う
に
、
何

事
に
も
全
力
で
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

明
桜
高
校
に
入
学
し
、
学

校
生
活
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て

き
ま
し
た
。
入
学
当
初
は
ぎ

こ
ち
な
か
っ
た
同
級
生
と
も

今
で
は
本
音
で
話
す
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
高
校
生
活
で
一
番
頑

張
り
た
い
こ
と
は
、
勉
強
で

す
。
中
学
校
の
時
と
は
大

き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
二

つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
、

授
業
が
七
時
間
あ
る
こ
と

で
す
。
最
初
は
少
し
大
変
で

し
た
が
、
今
で
は
そ
れ
が
普

通
に
な
り
ま
し
た
。
二
つ
目

は
、
通
学
時
間
が
大
幅
に
増

え
た
こ
と
で
す
。
私
は
バ
ス

や
電
車
を
含
め
、
片
道
一
時

間
半
程
か
か
り
ま
す
。
た
ま

に
寝
て
し
ま
っ
た
り
、
友
達

と
た
く
さ
ん
話
を
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
時
間
を
有
効
に
使
お
う
と

思
い
、
勉
強
に
割
り
当
て
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
校
三
年
間
で

将
来
を
見
据
え
、
人
間
性
を

高
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
明
桜
生
と
い
う
自
覚
を

持
ち
、
周
り
の
方
達
に
感
謝

の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
豊
か

な
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

特
別
進
学
コ
ー
ス
β
で

は
、
二
年
生
ま
で
に
三
年
間

の
学
習
内
容
を
終
え
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
三
年
生
か
ら
は
実
践
問

題
を
通
し
て
、
自
分
の
学
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
分
、
土
曜
授
業
が

あ
り
、
授
業
内
容
が
濃
く
ス

ピ
ー
ド
も
速
い
で
す
。ま
た
、

私
は
放
送
部
に
も
所
属
し
て

い
て
、大
会
が
近
く
な
る
と
、

と
て
も
忙
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
忙
し
い
日
々
の
時

間
と
の
戦
い
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
の
が
「
ｉ
Ｓ
ｔ
ｕ

ｄ
ｙ
」
で
す
。
自
分
で
計
画

を
立
て
、
実
行
で
き
た
も
の

を
書
き
込
む
こ
と
で
、
自
分

が
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
か

け
て
何
に
取
り
組
ん
だ
か
が

わ
か
り
、
自
己
分
析
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ン
プ

ル
で
取
り
組
み
や
す
く
、
目

標
の
達
成
や
先
生
か
ら
の
コ

メ
ン
ト
が
、
勉
強
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

β
コ
ー
ス
は
や
る
べ
き
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
変

な
コ
ー
ス
で
す
が
、
一
つ
一

つ
こ
な
し
て
い
く
こ
と
で
充

実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

難
関
大
学
へ
の
進
学
を
目
指

し
て
勉
強
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

高
校
生
活
も
三
か
月
目
と

な
り
ま
し
た
。
良
い
環
境
に

恵
ま
れ
、
毎
日
充
実
し
た
と

て
も
楽
し
い
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。
私
に
は
高
校
で
の

目
標
と
し
て
い
つ
も
大
切
に

し
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
『
万
里
一
空
』

で
す
。こ
の
言
葉
の
意
味
は
、

目
的
・
目
標
・
や
る
べ
き
こ

と
を
見
失
わ
ず
に
励
み
、
頑

張
り
続
け
る
こ
と
で
す
。
勉

強
で
も
部
活
動
で
も
、
常
に

目
標
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で

そ
れ
に
向
か
い
努
力
し
、

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
私
の
今
の
目
標
は
文

武
両
道
に
努
め
る
こ
と
で

す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
行
う
こ
と
を
学
習
面

と
部
活
面
に
分
け
て
お
話
し

し
ま
す
。
学
習
面
で
は
、
予

習
復
習
を
質
の
あ
る
も
の
に

す
る
こ
と
で
す
。
た
だ
作
業

の
よ
う
に
行
う
の
で
は
な
く

「
目
標
」
を
持
っ
て
行
い
た

い
で
す
。
部
活
面
で
は
、
常

に
「
よ
い
音
」
を
心
が
け
る

こ
と
で
す
。
私
は
吹
奏
楽
部

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
自
分

で
工
夫
し
て
練
習
し
、
技
術

を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も『
万
里
一
空
』

の
言
葉
を
大
切
に
、
日
々
努

力
、
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

文理コース 総合研究コース

特進コースβ 特進コースα

１年Ｃ組
藤井　陽介

１年Ｄ組
村井　真菜

１年Ｈ組
小代田侑樹

１年Ｆ組
稲村凪捺姫 

家
族
に
感
謝
、

　

本
気
の
三
年
間

明
桜
高
校
に
入
学
し
て

自
分
の
夢
と

　

目
標
に
向
か
っ
て

『
万
里
一
空
』

いよいよ始まったＩＣＴ教育‼ 　４回シリーズの《１》
●
本
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

　

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　

本
校
で
は
、
ひ
と
り
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
授
業

で
活
用
す
る
こ
と
を
目
標
に

昨
年
度
か
ら
準
備
を
し
て
き

ま
し
た
。
全
国
的
に
端
末
の

需
要
が
高
ま
る
中
、
全
校
生

徒
分
を
確
保
し
、
五
月
に
は

全
学
年
で
の
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、

子
供
た
ち
の
学
習
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
、
分
か
り

や
す
い
授
業
を
実
現
す
る
上

で
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
て

自
分
の
物
で
す
。
丁
寧
に
扱

い
ま
し
ょ
う
。

Ｉｐａｄを使って授業中！ 講習会

い
ま
す
。
今
後
は
学
習
効
果

を
高
め
る
べ
く
、
端
末
活
用

能
力
の
向
上
と
授
業
実
践
の

共
有
化
を
図
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Ｉｐａｄを使って授業中！

新入生の一言！
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よろしくお願いします‼ 

２
Ｇ
副
担
任

　
　

高
井　

智
一
（
英
語
）

２
Ｇ
担
任

　
　

斎
藤　

慎
一
（
数
学
）

２
Ｆ
副
担
任

　
　

渡
邊　
　

晃
（
数
学
）

２
Ｄ
担
任

　
　

大
矢　

佑
介
（
理
科
）

２
Ｄ
・
２
Ｅ
副
担
任

　
　

加
藤　

紘
子
（
保
健
体
育
）

２
Ｆ
担
任

　
　

藤
原　

尚
紀
（
理
科
）

１
Ｃ
・
１
Ｄ
副
担
任

　
　

髙
井　
　

寿
（
国
語
）

１
Ｇ
・
１
Ｈ
副
担
任

　
　

炭
元
ひ
と
み
（
国
語
）

１
Ａ
副
担
任

　
　

鈴
木　

琢
斗
（
理
科
）

１
Ｅ
担
任

　
　

櫻
井　

祥
広
（
地
理
歴
史
）

１
Ｆ
担
任

　
　

ソ
ー
フ
ィ
ン
テ
イ
ト（
英
語
）

１
Ｄ
担
任

　
　

三
浦　

一
喜
（
数
学
）

１
Ｆ
副
担
任

　
　

小
林　

研
太
（
美
術
）

１
Ｂ
・
１
Ｅ
副
担
任

　
　

近
江　

恒
史
（
英
語
）

１
Ｃ
担
任

　
　

増
田　

浩
司
（
地
理
歴
史
）

１
年
部
総
主
任
・
１
Ｈ
担
任

　
　

鈴
木　
　

颯
（
理
科
）

１
Ａ
担
任

　
　

西
澤　

拓
也
（
地
理
歴
史
）

１
Ｇ
担
任

　
　

佐
藤　

正
貴
（
理
科
）

１
Ｂ
担
任

　
　

佐
貫　

大
知
（
地
理
歴
史
）

２
Ｂ
担
任

　
　

岡
部　

卓
哉
（
理
科
・
情
報
）

２
Ａ
担
任

　
　

柏
谷　

健
一
（
地
理
歴
史
）

２
Ａ
副
担
任

　
　

渡
部　

法
宏
（
理
科
）

２
年
部
総
主
任
・
２
Ｅ
担
任

　
　

佐
々
木
公
兵
（
家
庭
）

２
Ｃ
副
担
任

　
　

風
口　

宏
子
（
国
語
）

２
Ｂ
副
担
任

　
　

柴
田　

邦
彦
（
国
語
）

２
Ｃ
担
任

　
　

袴
田　

廣
樹
（
保
健
体
育
）

１年部

３年部
後
列
右
か
ら

３
Ｆ
副
担
任

　
　

柴
田　

秋
子
（
英
語
）

３
Ｄ
・
３
Ｅ
副
担
任

　
　

佐
藤　

俊
大
（
保
健
体
育
）

３
Ｆ
担
任

　
　

菊
池　

祐
太
（
地
理
歴
史
）

３
Ｃ
担
任

　
　

徳
永　

謙
二
（
保
健
体
育
）

３
Ｇ
副
担
任

　
　

齋
藤　
　

信
（
数
学
）

３
Ｂ
・
３
Ｃ
副
担
任

　
　

五
代
儀
大
志
（
国
語
）

３
Ｇ
担
任

　
　

石
崎　

聖
也
（
音
楽
）

３
Ａ
副
担
任

　
　

鈴
木　

良
幸
（
地
理
歴
史
）

３
Ｈ
副
担
任

　
　

吉
田　

景
太
（
数
学
）

３
Ａ
担
任

　
　

菅
原　

正
徳
（
数
学
）

３
Ｉ
副
担
任

　
　

杉
淵　

洋
一
（
国
語
）

前
列
右
か
ら

３
Ｅ
担
任

　
　

黒
澤　

光
栄
（
理
科
）

３
Ｈ
担
任

　
　

鈴
木　

健
樹
（
地
理
歴
史
）

３
年
部
総
主
任
・
３
Ｉ
担
任

　
　

長
谷
川　

孝
（
英
語
）

３
Ｄ
担
任

　
　

佐
々
木
俊
作
（
情
報
）

３
Ｂ
担
任

　
　

鷲
谷　
　

翼
（
地
理
歴
史
）

学年部教員の紹介

２年部
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編
集
・
発
行▶

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
明
桜
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
秋
田
市
下
北
手
桜
守
沢
８
番
地
１

大
会
成
績

　

今
年
度
か
ら
特
別
進
学
コ
ー
ス
で
は
、英
語
・

数
学
の
２
教
科
に
お
い
て
全
学
年
で
『
ラ
ー
ニ

ン
グ
別
授
業
』を
開
始
し
ま
し
た
。ひ
と
り
ひ
と

り
に
寄
り
添
っ
た
指
導
を
心
が
け
な
が
ら
、
生

徒
の
学
習
状
況
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
学
習
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
よ
り
少
人
数
で
の

授
業
に
真
剣
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

● 

自
分
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
人
た
ち
に
良
い
刺
激

を
受
け
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し

た
。 

（
３
年
Ｋ
さ
ん
）

　
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」
と
は
特

別
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
向
け

の
自
主
学
習
ス
ペ
ー
ス
で
、

昨
年
12
月
の
開
設
以
来
、
多

く
の
特
進
生
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
学
習
机
が
一
人
用
に

仕
切
ら
れ
て
お
り
、
専
用
の

電
気
ス
タ
ン
ド
は
も
ち
ろ
ん

冷
暖
房
も
完
備
さ
れ
、
快
適
な
環
境
で
朝
夕
の

学
習
に
取
り
組
め
ま
す
。
一
番
の
特
徴
は
、
質

問
を
受
け
る
各
教
科
の
教
員
が
常
駐
し
て
い
る

こ
と
！
こ
こ
で
は
わ
か
ら
な
い
問
題
の
解
説
は

も
ち
ろ
ん
、学
習
方
法
か
ら
進
路
相
談
ま
で「
十

分
な
個
別
指
導
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
別
授
業

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ（
特
進
生
徒
用
自
習
室
）

● 

週
３
回
程
度
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
勉
強
が

は
か
ど
る
の
で
も
っ
と
夜
遅
く
ま
で
利
用
し

た
い
で
す
。 

（
３
年
Ｆ
さ
ん
）

　

４
月
中
旬
、
特
進
コ
ー
ス
１
・
２
年
生
を
対

象
に
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ

ン
プ
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
入

生
の
高
校
生
活
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
３
日
間
、
終
日
大
学
教
場
を
お
借
り
し

て
の
「
基
礎
英
語
合
宿
」
で
す
。
講
師
は
本
学

園
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
准
教
授
の
三
浦
薫
先

生
。と
て
も
生
き
生
き
し
た
楽
し
い
教
え
方
で
、

生
徒
た
ち
の
基
礎
文
法
力
が
ぐ
ん
と
上
が
り
ま

し
た
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
毎
日
の

授
業
の
中
で
、
三
浦
先
生
に
教
わ
っ
た
こ
と
が

大
い
に
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

● 

一
日
中
英
語
漬
け
を
２
日
半
経
験
し
て
み

て
、
勉
強
の
体
力
が
付
い
た
気
が
し
ま
す
。

 

（
２
年
Ｏ
さ
ん
）

● 

た
く
さ
ん
質
問
し
て
、
い
つ
も
わ
か
り
や
す

く
答
え
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
し
英
語
力
が
上
が
り
ま
し
た
。

 

（
１
年
Ｋ
さ
ん
）

● 

こ
れ
か
ら
の
自
分
の

人
生
を
ど
う
や
っ
て

送
ろ
う
か
と
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。

 

（
１
年
Ａ
さ
ん
）

Ｅ
Ｔ
Ｃ

（E
nglish T

raining C
am
p

）

★
全
国
大
会
出
場

◆
陸
上
競
技
部

　

女
子
８
０
０
ｍ 

小
林　

望
迪

◆
レ
ス
リ
ン
グ
部

　

男
子
92
㎏ 

佐
々
木
優
太

　

女
子
53
㎏ 

今
野
陽
茉
里

◆
放
送
部

　

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
・
研
究
発
表

部
門

★
東
北
大
会
出
場

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
・
陸
上
競
技
部
・
レ
ス
リ

ン
グ
部

運 

動 

部 













◆
野
球

●
第
69
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
秋
田

県
大
会 

優
勝

★
第
67
回
秋
田
県
高
校
総
体
（
個
人
成
績
は
ベ

ス
ト
８
以
上
）・
２
年
ぶ
り
の
全
県
総
体
‼ 

◆
男
子
サ
ッ
カ
ー 

準
優
勝

◆
女
子
サ
ッ
カ
ー 

優
勝

◆
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

ベ
ス
ト
16

◆
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

ベ
ス
ト
16

◆
陸
上
競
技

　

女
子
８
０
０
ｍ 

小
林　

望
迪　

１
位

　

女
子
１
５
０
０
ｍ 

荻
原
一
千
花　

７
位

　

女
子
３
０
０
０
ｍ 

荻
原
一
千
花　

８
位

◆
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

学
校
対
抗
戦 

２
回
戦
敗
退

◆
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

学
校
対
抗
戦 

１
回
戦
敗
退

◆
テ
ニ
ス

　

男
子
団
体 

２
位

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

 

佐
藤　

瑠
羽　

ベ
ス
ト
８

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

 

伊
東
・
瀧
口　

渡
部
・
伊
東　

ベ
ス
ト
８

◆
レ
ス
リ
ン
グ

　

男
子
団
体 

２
位

　

男
子
51
㎏ 
佐
藤　

泰
地　

２
位

 
太
田　

瑠
威　

３
位

　

男
子
55
㎏ 

徳
田
柊
之
介　

３
位

　

男
子
60
㎏ 

伊
藤　
　

空　

３
位

　

男
子
65
㎏ 

飯
塚　

登
生　

２
位

　

男
子
71
㎏ 

楢
岡　

莉
空　

３
位

　

男
子
92
㎏ 

佐
々
木
優
太　

優
勝

　

女
子
50
㎏ 

今
野
陽
茉
里　

２
位

◆
剣
道

　

男
子
団
体 

第
３
位

 

吉
田　

聖
都　

優
秀
選
手
賞

◆
卓
球
男
子

　

団
体 

１
回
戦
敗
退

◆
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

２
位

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

３
位

◆
水
泳

　

男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

予
選 

田
口
空
雄
太　

６
位

　

男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

決
勝 

田
口
空
雄
太　

７
位

　

男
子
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

予
選 

田
口
空
雄
太　

４
位

　

男
子
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

決
勝 

田
口
空
雄
太　

４
位

◆
少
林
寺
拳
法
同
好
会

　

男
子
単
独
演
武 

金
田　

陽
色　

５
位

文 

化 

部 













● 

第
68
回 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
秋
田
県
大
会

　

創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門

　
「
大
和
」 

優
秀
賞

　

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
「
外
国
と
の
懸
橋
」 

優
秀
賞
（
県
代
表
）

　
「
単
位
、
覚
え
て
い
ま
す
か
」 

優
秀
賞

　

研
究
発
表
部
門

　
「
朗
読
と
演
技
の
違
い
に
つ
い
て
」

 

優
秀
賞
（
県
代
表
）

　

総
合 

総
合
賞
（
銅
）

●
第
63
回 

秋
田
県
美
術
展
覧
会

　

洋
画
部
門 

菊
池　

涼
華　

入
選

頑
張
る

特
進
コ
ー
ス
！

塩
野
先
生
に
よ
る

特
別
講
座


